
 
 
 
 

 

 

○女子美術大学学則 
（昭和 41年 4月 1日施行） 

   第 1章 総則 

 （目的） 

第 1条 本学は、芸術に関する最高の理論及び技術を教授研究し、教養高く芸術的創造力の豊かな女性を育成することを目的とする。 

 （自己評価等） 

第 1条の 2 本学は、教育研究水準の向上を図り、本大学の目的及び社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について点検

及び評価を行う。これについては、別に定める。 

   第 2章 組織 

 （学部、学科及び学生定員） 

第 2条 本学に、芸術学部を置く。 

２ 芸術学部に置く学科及び学生定員は、次のとおりとする。 

学           科 入学定員 編入定員 収容定員 

美 術 学 科 190名 14名 788名 

デ ザ イ ン ・ 工 芸 学 科 220名 16名 912名 

アート・デザイン表現学科 160名 10名 660名 

 （学科の目的） 

第 2条の 2 本学の設置する各学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

 一 美術学科は、過去、現在、未来にわたる、広範な芸術的制作、芸術的理論の探求に基づき、芸術表現およびその研究を練磨する

ことを教育目標としている。平面表現、立体表現の制作技術の鍛錬、作品コンセプトの熟成、芸術理論による表象的意味の理解を

通して、社会に対する深い洞察に基づいた創造的活動を持続的に行える人材の養成を目的としている。 

 二 デザイン・工芸学科は、人と人とのコミュニケーション・人とモノの関わり・人と環境のあるべき姿の考察、及び独創的な創作

活動の実践を教育目標としている。幅広い視野・技術・感性を実体験を通して養い、柔軟な思考に基づき時代に即応し活躍できる

人材の養成を目的とする。 

 三 アート・デザイン表現学科は、アートとデザインの領域を横断、融合して、クリエイティブな発想力と独創的な表現力を培うこ

とを教育目標としている。ヒューマニティーの視点からアートとデザインを捉え、時代の変化に柔軟に対応できる深い知識と斬新

な感性を持ち、コミュニケーション能力に長け、国際社会の幅広い分野で創造的に活躍できる人材の養成を目的とする。 

 （付属研究所、図書館及び美術館） 

第 3条 本学に、付属研究所、図書館及び美術館を置く。 

２ 付属研究所、図書館及び美術館に関する規則は別に定める。 

 （事務組織） 

第 4条 本学に、必要な事務組織を置く。 

   第 3章 職員組織 

 （職員組織） 

第 5条 本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員その他必要な職員を置く。 

２ 本学に、副学長を置くことができる。 

   第 4章 教授会 

 （教授会） 

第 6条 学部に、教授会を置く。 

 （教授会の構成） 

第 7条 教授会は、学長、専任の教授・准教授・助教をもって構成する。 

 （教授会の招集） 

第 8条 教授会の招集は、学長が行う。 

２ 教授会の議長は学部長とする。 

３ 議長に事故あるときは、当該招集者が予め指名した教授が議長となる。 

 （審議事項） 

第 9条 教授会は、次の事項を審議する。 

 一 教育課程に関すること。 

 二 主要年中行事及び日程に関すること。 

 三 授業科目修了の認定に関すること。 

 四 学生の指導及び賞罰に関すること。 

 五 入学試験に関すること。 

 六 入学、退学、休学、留学、転学及び卒業に関すること。 

 七 各種奨学生に関すること。 

 八 実習料等に関すること。 

 九 学則その他本学の制規に関すること。 

 十 教員の人事に関すること。 

 十一 その他本学に関する重要なこと。 

 （その他） 

第 10条 教授会に関する事項は、本章によるほか、芸術学部教授会内規の定めるところによる。 

   第 5章 学年、学期及び休業日 



 
 
 
 

 （学年） 

第 11条 学年は、4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

 （学期） 

第 12条 学年を、次の 2学期に分ける。 

  前 期   4月 1日から 9月 30日まで 

  後 期  10月 1日から翌年 3月 31日まで 

 （休業日） 

第 13条 休業日は、次のとおりとする。 

  日曜日 

  国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178号）に規定する休日 

  創立記念日（10月 30日） 

  春期休業 （ 4月 1日から 4月 15日まで） 

  夏期休業 （ 7月 11日から 9月 10日まで） 

  冬期休業 （12月 25日から翌年 1月 7日まで） 

２ 学長は、教授会の議を経て、前項の休業日を変更し、又は臨時に休業日を定めることができる。 

   第 6章 修業年限及び在学年限 

 （修業年限） 

第 14条 本学の修業年限は 4年とする。 

 （在学年限） 

第 15条 学生は、8年を超えて在学することはできない。ただし、第 21条第 1項及び第 22条第 1項の規定により入学した学生は、

それぞれ第 2項により定められた在学すべき年数の 2倍に相当する年数を超えて在学することができない。 

   第 7章 入学 

 （入学の時期） 

第 16条 入学の時期は、学年の始めとする。 

 （入学資格） 

第 17条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する女子とする。 

 一 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

 二 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者 

 三 外国において学校教育における 12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

 四 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者 

 五 専修学校の高等課程(修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。)で文部科学大臣

が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

 六 文部科学大臣の指定した者 

 七 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格した者を

含む。） 

 八 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、18歳に達したもの 
 （入学の出願） 
第 18条 本学への入学を志願する者は、入学願書に別表第 4に定める入学検定料及び別に定める書類を添えて願い出なければならな

い。 

 （入学者の選考） 

第 19条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

 （入学手続及び入学許可） 

第 20条 前条の選考に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓約書、身元保証書その他所定の書類を提出するととも

に、別表第 4に定める入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 （編入学） 

第 21条 次の各号の一に該当する女子で、本学に編入学を志願する者があるときは、選考の上、3年次に入学を許可する。 

 一 大学を卒業した者又は退学した者 

 二 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者 

 三 学校教育法施行規則附則第 7条に定める従前の規定による高等学校、専門学校又は教員養成諸学校等の課程を修了し、又は卒業

した者 

 四 大学に 2年以上在学し、62単位以上修得した者 

 五 専修学校の専門課程のうち文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者（学校教育法第 90条に規定する者に限る） 

 六 その他本学において、相当の年齢に達し前 5号に規定する者と同等以上の学力があると認められた者 

２ 前項の規定により入学を許可された者の、既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに在学すべき年数については、教授会の

議を経て、学長が決定する。 

 （再入学） 

第 22条 本学を退学した者で、本学に再入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、相当年次に入学を許可す

ることがある。 

２ 前条第 2項の規定は本条に適用する。 

 （転入学） 

第 22条の 2 本学に転入学を希望する女子があるときは欠員の状況等により、選考の上、相当年次に入学を許可することができる。 

２ 第 21条第 2項の規定は、本条に適用する。 

３ 転入学に関して必要な事項は別に定める。 

   第 8章 教育課程及び履修方法等 

 （授業科目） 

第 23条 授業科目を分けて、学部共通科目、学科専門科目とする。 



 
 
 
 

２ 授業科目の種類、単位数等は別表第 1のとおりとする。 

 （教職に関する科目） 

第 24条 前条に定めるもののほか、教職に関する科目を置く。 

２ 授業科目の種類、単位数等は別表第 2のとおりとする。 

 （博物館に関する科目） 

第 25条 第 23条に定めるもののほか、博物館に関する科目を置く。 

２ 授業科目の種類、単位数等は別表第 3のとおりとする。 

 （授業の方法） 

第 25条の 2 本学における授業の方法は、講義、演習、実習又は実技とする。 

２ 前項の授業は、メディアを利用して行うことがある。 

 （単位の計算方法） 

第 26条 各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法

に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により計算するものとする。 

 一 講義を中心とする授業については、15時間に相当する授業時間をもって 1単位とする。 

 二 演習を中心とする授業については、15時間から 30時間に相当する授業時間をもって 1単位とする。 

 三 実験、実習及び実技を中心とする授業については、30時間から 45時間に相当する授業時間をもって 1単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を

定めることができる。 

 （1年間の授業期間） 

第 27条 1年間の授業期間は、定期試験等を含めて原則として 35週とする。 

 （各授業科目の授業期間） 

第 28条 各授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行う。ただし、必要と認められる場合は、この期間より短い特定の期

間において授業を行うことができる。 

 （単位の授与） 

第 29条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。ただし、第 26条第 2項の授業科目については、大学

の定める適切な方法により学修の成果を評価して単位を与えることができる。 

 （学習の評価） 

第 30条 試験等の評価は、S・A・B・C・Dをもって表わし、C以上を合格とする。 

 （他学科の授業科目の履修） 

第 30条の 2 学生が他学科の授業科目を履修することが教育上有益と認めるときは、許可を得て当該科目を履修することができる。 

 （他大学等における授業科目の履修等） 

第 30条の 3 本学が教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において修得した単位を、60単位を超えない範囲で本

学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合にも準用する。 

３ 第 1項に定める単位認定に関して必要な事項は別に定める。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第 30条の 4 本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が

別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、大学の定めるところにより単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、第 30条の 3第 1項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて 60単位

を超えないものとする。 

３ 第 2項に定める単位認定に関して必要な事項は別に定める。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第 30条の 5 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目の修得単位

（科目等履修生として修得した単位を含む）を本学に入学した後の授業科目の履修により修得したものとみなし、単位を与えること

ができる。ただし、この認定に関連して修業年限の短縮は行わない。 

２ 学生が入学する前に行った第 30条の 4第 1項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることがで

きる。 

３ 前 2項による認定単位数は編入学の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第 30条の 3第 1項、第 2項

及び第 30条の 4の本学で修得したものとみなす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。 

４ 第 1項、第 2項に定める単位認定に関して必要な事項は別に定める。 

   第 9章 休学、留学、退学及び転学 

 （休学） 

第 31条 疾病その他特別の理由により 6ヵ月以上修学することのできない者は、学長の許可を得て休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ずることができる。 

 （休学期間） 

第 32条 休学期間は、1年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、1年を限度として休学の延長を認めることができる。 

２ 休学は通算して 4年を超えることができない。 

３ 休学期間は、第 15条の在学期間には算入しない。 

 （復学） 

第 33条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。ただし、復学の時期は学期の始めとす

る。 

 （留学） 

第 33条の 2 外国の大学又は短期大学に留学を志願する者は、学長に願い出て許可を得なければならない。 

２ 留学した期間は第 15条の在学期間に算入し、第 30条の 3第 2項を適用する。ただし、休学して外国で学修する場合を除くものと

する。 

３ 留学に関して必要な事項は別に定める。 

 （転学） 



 
 
 
 

第 34条 他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

 （転学科） 

第 34条の 2 本学の学生で、本学の他学科に転学科を希望する者については、教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、これを

許可することができる。 

２ 転学科に関する事項は別に定める。 

 （退学） 

第 35条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

 （措置による退学） 

第 36条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て、学長が退学の措置を講ずる。 

 一 第 15条に定める在学年限を超えた者 

 二 第 32条第 2項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

 三 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

 四 長期間にわたり行方不明の者 

   第 10章 卒業及び学士の学位等 

 （卒業の要件） 

第 37条 本学を卒業するためには、大学に 4年以上在学し、所定の学部共通科目、学科専門科目から各学科の定める必修科目、選択

科目を含め、合計 124単位以上を修得しなければならない。 

 （卒業の認定） 

第 38条 本学に 4年（第 21条第 1項及び第 22条第 1項の規定により入学した者については、それぞれ第 2項により定められた在学

すべき年数）以上在学し、本学則に定める授業科目及び単位数を修得した者については、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

 （学士の学位授与） 

第 39条 卒業を認定された者に対し、学士（芸術）の学位を授与する。 

２ 学位に関する規則は別に定める。 

 （資格の種類） 

第 40条 本学において取得することのできる資格及び免許状の種類は次のとおりとする。 

                       免許状の種類 

学   科 

高等学校教諭 

1種免許状 

中学校教諭 

1種免許状 

美 術 学 科 美 術 美 術 

デ ザ イ ン ・ 工 芸 学 科 美 術・工 芸 美 術 

アート・デザイン表現学科 美 術 美 術 

２ 全学科学芸員の資格 

 （教員免許状の取得） 

第 41条 高等学校及び中学校の教員免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法施行規則に規定する科目及び単位数を

取得しなければならない。 

 （学芸員資格の取得） 

第 42条 博物館学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館法及び同法施行規則に規定する科目及び単位数を取得しなければなら

ない。 

   第 11章 賞罰 

 （表彰） 

第 43条 学生として表彰に価する行為があった者は、教授会の議を経て、学長が表彰する。 

 （懲戒） 

第 44条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、教授会の議を経て、学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

 一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 二 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

 三 正当な理由がなくて出席常でない者 

 四 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

   第 12章 研究員、研修員、研究生、科目等履修生、特別聴講学生、委託生及び外国人留学生 

 （研究員、研修員） 

第 45条 本学において特定の専門事項について研究又は研修を希望する者があるときは、本学の教育研究に支障のない場合に限り、

教授会の議を経て研究員又は研修員として受入れることがある。 

２ 研究員及び研修員について必要な事項は別に定める。 

 （研究生） 

第 46条 本学において特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、当該学科の教育研究に支障のない場合に限

り、選考の上、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生について必要な事項は別に定める。 

 （科目等履修生） 

第 47条 本学の授業科目の履修を希望する者があるときは、本学の教育に支障のない限りにおいて、選考の上、科目等履修生として

履修を許可する。 

２ 科目等履修生には、本学則第 29条及び第 30条の規定を準用して単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生について必要な事項は別に定める。 

 （特別聴講学生） 

第 47条の 2 他の大学又は短期大学の学生で、本学において授業科目を履修することを希望する者があるときは、当該他大学又は短

期大学との協議に基づき、特別聴講学生として入学を許可することがある。 

２ その他特別聴講学生に関する規則は別に定める。 



 
 
 
 

 （委託生） 

第 47条の 3 他の機関又は団体から派遣され、本学において特定の授業科目を履修することを志願する者があるときは、本学の教育

に支障のない場合に限り、選考の上、委託生として許可する。 

２ 委託生について必要な事項は別に定める。 

 （外国人留学生） 

第 47条の 4 外国人で、本学において教育を受ける目的をもって入国し、本学入学を志願する者があるときは、選考の上、外国人留

学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生について必要な事項は別に定める。 

   第 13章 検定料、入学料、授業料その他の費用 

 （検定料等の額） 

第 48条 本学の検定料、入学料、授業料等の金額は別表第 4に定めるとおりとする。 

 （授業料等の納付） 

第 49 条 授業料、実習料、施設設備料、維持費は、年額の 2 分の 1 ずつを 2 期に分けて納付するものとする。ただし、前期分納付時に、

後期分も併せて納付することができる。 

前期納期   4月 10日 

後期納期  10月 5日 

２ 第 1項以外の費用は、全額を 4月 10日までに納付するものとする。 

３ 特別の事情のあると認められる者は、延納を認めることがある。 

 （転学、退学等の場合の授業料等） 

第 50条 転学、退学した者については、在籍していた期までの授業料等を徴収する。ただし、第 36条第三号又は第四号により退学の

措置を講じられた者については、この限りではない。 

２ 停学期間中の授業料等は徴収する。 

 （休学の場合の在籍料） 

第 51条 休学を許可され又は命ぜられた者については、在籍料として授業料相当額の 4分の 1を徴収する。 

２ 在籍料の減免措置については、別に定める。 

 （研究生、科目等履修生の授業料等） 

第 52条 研究生及び科目等履修生の授業料等については、別表第 4に定める。 

 （納付した授業料等） 

第 53条 納付した検定料、入学料及び授業料等は、原則として返還しない。 

   第 14章 厚生施設 

 （保健センター） 

第 54条 本学に保健センターを置く。 

２ 保健センターに関する規則は別に定める。 

   第 15章 公開講座 

 （公開講座） 

第 55条 本学は社会人の生涯学習に寄与し、文化の向上に資するため、公開講座等を開設することができる。 

   付 則 

  この学則は、昭和 41年 4月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、昭和 46年 4月 1日から施行する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 52年 4月 1日から施行する。 

２ この学則の第 30条は、昭和 52年度 1年次入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 53年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 53年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 54年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 54年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 55年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 55年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 56年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 56年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 57年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 50年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 59年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 60年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 



 
 
 
 

   付 則 

１ この学則は、昭和 61年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 62年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 63年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、昭和 63年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 23条別表第一は、昭和 63年度入学生より適用する。 

３ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成元年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 2年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 48条は、昭和 57年度入学生より適用する。 

   付 則 

  この学則は、平成 3年 4月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 3年 7月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 4年 4月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 4年 10月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 5年 4月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 5年 5月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 6年 4月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 7年 4月 1日から施行する。なお、平成 6年度以前に入学した学生には、学則第 48条を除き従前の学則を適用

する。 

   付 則 

 この学則は、平成 8年 4月 1日から施行する。なお、平成 7年度以前に入学した学生には、学則第 48条及び第 50条を除き従前の

学則を適用する。 

   付 則 

  この学則は、平成 9年 4月 1日から施行する。なお、平成 8年度以前に入学した学生には、学則第 48条及び別表第三を除き従前

の学則を適用する。 

   付 則 

  この学則は、平成 11年 4月 1日から施行する。なお、平成 10年度以前に入学した学生には、学則第 4条及び第 48条を除き従前

の学則を適用する。 

   付 則 

  この学則は、平成 12年 4月 1日から施行する。なお、平成 11年度以前に入学した学生には、学則第 48条及び別表第四を除き従

前の学則を適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 13年 4月 1日から施行する。なお、平成 12年度以前に入学した学生には、学則第 48条及び別表第四を除き従

前の学則を適用する。 

２ この学則第 2条第 2項にかかわらず、平成 13年度から平成 15年度の学生定員は次のとおりとする。 



 
 
 
 

平成 13年度 

第 1年次 

学      科 入 学 定 員 編 入 定 員  収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  90名   90名 

日 本 画 専 攻  36名     36名 

工 芸 学 科  50名   50名 

立 体 ア ー ト 学 科  30名   30名 

デ ザ イ ン 学 科 145名  145名 

メ デ ィ ア ア ー ト 学 科 100名  100名 

フ ァ ッ シ ョ ン 造 形 学 科  50名   50名 

芸 術 学 科  40名   40名 

  

第 2年次、第 3年次、第 4年次 

学      科 入 学 定 員 収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  300名 

日 本 画 専 攻  120名 

デ ザ イ ン 学 科 
造 形 計 画 専 攻  240名 

環 境 計 画 専 攻  240名 

工 芸 科  150名 

芸 術 学 科  150名 

 
平成 14年度 

第 1年次、第 2年次 

学      科 入 学 定 員 編 入 定 員  収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  90名  180名 

日 本 画 専 攻  36名   72名 

工 芸 学 科  50名  100名 

立 体 ア ー ト 学 科  30名   60名 

デ ザ イ ン 学 科 145名  290名 

メ デ ィ ア ア ー ト 学 科 100名  200名 

フ ァ ッ シ ョ ン 造 形 学 科  50名  100名 

芸 術 学 科  40名   80名 

  

第 3年次、第 4年次 

学      科 入 学 定 員 収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  200名 

日 本 画 専 攻   80名 

デ ザ イ ン 学 科 
造 形 計 画 専 攻  160名 

環 境 計 画 専 攻  160名 

工 芸 科  100名 

芸 術 学 科  100名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

 

平成 15年度 

第 1年次、第 2年次、第 3年次 

学      科 入 学 定 員 編 入 定 員  収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  90名  270名 

日 本 画 専 攻  36名  108名 

工  芸  学  科  50名  150名 

立 体 ア ー ト 学 科  30名   5名  95名 

デ  ザ  イ  ン  学 科 145名  435名 

メ デ ィ ア ア ー ト 学 科 100名  10名 310名 

フ ァ ッ シ ョ ン 造 形 学 科  50名   5名 155名 

芸 術 学 科  40名  120名 

   

第 4年次 

学      科 入 学 定 員 収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  200名 

日 本 画 専 攻   80名 

デ ザ イ ン 学 科 
造 形 計 画 専 攻  160名 

環 境 計 画 専 攻  160名 

工 芸 科  100名 

芸 術 学 科  100名 

    

３ 第 23条に規程する専門科目の内、「コンピュータアート演習」（2単位）は、デザイン科環境計画専攻及び工芸科の平成 12年度

入学生にも適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 14年 4月 1日から施行する。なお、平成 13年度以前に入学した学生には、学則第 30条及び第 48条を除き従

前の学則を適用する。 

２ この学則第 2条第 2項にかかわらず、平成 14年度の学生定員は次のとおりとする。 

 

  平成 14年度 

第 1年次、第 2年次 

学         科 入 学 定 員 編 入 定 員 収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  90名  180名 

日 本 画 専 攻  36名   72名 

工 芸 学 科  50名  100名 

立 体 ア ー ト 学 科  30名   60名 

デ ザ イ ン 学 科 145名  290名 

メ デ ィ ア ア ー ト 学 科 100名  200名 

フ ァ ッ シ ョ ン 造 形 学 科  50名  100名 

芸 術 学 科  40名   80名 

 

第 3年次、第 4年次 

学      科 入 学 定 員 収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  200名 

日 本 画 専 攻   80名 

デ ザ イ ン 学 科 
造 形 計 画 専 攻  160名 

環 境 計 画 専 攻  160名 

工 芸 科  100名 

芸 術 学 科  100名 

 

   付 則 

１ この学則は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。なお、平成 14 年度以前に入学した学生には、学則第 48 条及び別表第 4 を除き

従前の学則を適用する。 

２ この学則第 2条第 2項にかかわらず、平成 15年度の学生定員は次のとおりとする。 



 
 
 
 

 

  平成 15年度 

   第 1年次、第 2年次、第 3年次 

学         科 入 学 定 員 編 入 定 員 収 容 定 員 

絵 画 学 科 
洋 画 専 攻  90名  15名 285名 

日 本 画 専 攻  36名   3名 111名 

工 芸 学 科  50名   5名 155名 

立 体 ア ー ト 学 科  30名   5名  95名 

デ ザ イ ン 学 科 145名  20名 455名 

メ デ ィ ア ア ー ト 学 科 100名  10名 310名 

フ ァ ッ シ ョ ン 造 形 学 科  50名   5名 155名 

芸 術 学 科  40名   5名 125名 

 

第 4年次 

学        科 入 学 定 員 収 容 定 員 

絵 画 科 
洋 画 専 攻  100名 

日 本 画 専 攻   40名 

デ ザ イ ン 科 
造 形 計 画 専 攻   80名 

環 境 計 画 専 攻   80名 

工 芸 科    50名 

芸 術 学 科    50名 

 

３ 第 34条の 2は、平成 13年度入学生にも適用する。 

４ 第 40条第 2項は、平成 14年度入学生にも適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 16年 3月 1日から施行する。 

２ 再入学を志願する者は、学則第 22条の規定にかかわらず、改正前の除籍された者を含むものとする。 

   付 則 

１ この学則は、平成 16年 4月 1日から施行する。 

２ 平成 16年 3月 31日現在在籍する者については、従前の学則を適用する。 

  付 則 

１ この学則は、平成 17年 4月 1日から施行する。 

２ 平成 17年 3月 31日現在在籍する者については、従前の学則を適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 18年 4月 1日から施行する。 

２ 平成 18年 3月 31日現在在籍する者については、従前の学則を適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 19年 4月 1日から施行する。 

２ 平成 19年 3月 31日現在在籍する者については、学則第 30条の 2を除き従前の学則を適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 20年 4月 1日から施行する。 

２ 平成 20年 3月 31日現在在籍する者については、従前の学則を適用する。 

   付 則 

１ この学則は、平成 21年 4月 1日から施行する。 

２ 平成 21年 3月 31日現在在籍する者については、従前の学則を適用する。 

 



 
 
 
 

   付 則 

１ この学則は、平成 22年 4月 1日から施行する。なお、平成 21年度以前に入学した学生には、学則第 48条を除き従前の学

則を適用する。 

２ この学則第 2条第 2項にかかわらず、平成 22年度から平成 24年度の学生定員は次のとおりとする。 

 

平成 22年度 

第 1年次                                                第 2年次、第 3年次、第 4年次 

学    科 
入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 
 学    科 

入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

美術学科 200名  200名  
絵画学科 

洋画専攻  15名 300名 

デザイン・工芸学科 230名  230名  日本画専攻  3名 114名 

アート・デザイン表現学科 160名  160名  工芸学科  5名 160名 

立体アート学科  5名 100名 

デザイン学科  20名 475名 

 メディアアート学科  10名 320名 

 ファッション造形学科  5名 160名 

 芸術学科  5名 130名 

平成 23年度 

第 1年次、第 2年次                                      第 3年次、第 4年次 

学    科 
入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 
 学    科 

入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

美術学科 200名  400名  
絵画学科 

洋画専攻  15名 210名 

デザイン・工芸学科 230名  460名  日本画専攻  3名 78名 

アート・デザイン表現学科 160名  320名  工芸学科  5名 110名 

立体アート学科  5名 70名 

デザイン学科  20名 330名 

メディアアート学科  10名 220名 

ファッション造形学科  5名 110名 

芸術学科  5名 90名 

平成 24年度 

第 1年次、第 2年次、第 3年次                            第 4年次 

学    科 
入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 
 学    科 

入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

美術学科 200名 14名 614名  
絵画学科 

洋画専攻   105名 

デザイン・工芸学科 230名 16名 706名  日本画専攻   39名 

アート・デザイン表現学科 160名 10名 490名  工芸学科   55名 

立体アート学科   35名 

デザイン学科   165名 

メディアアート学科   110名 

ファッション造形学科   55名 

芸術学科   45名 

   付 則 

  この学則は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

付 則 

  この学則は、平成 27年 4月 1日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 27年 7月 23日から施行する。 

   付 則 

  この学則は、平成 28年 4月 1日から施行する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

付 則 

１ この学則は平成 29年 4月 1日から施行する。 

２ この学則第 2条第 2項にかかわらず、平成 29年度から平成 31年度の学生定員は次のとおりとする。 

 

平成 29年度 

第 1年次                                                第 2年次、第 3年次、第 4年次 

学    科 
入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 
 学    科 

入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

美術学科 190名  190名  美術学科 200名 14名 628名 

デザイン・工芸学科 220名  220名  デザイン・工芸学科 230名 16名 722名 

アート・デザイン表現学科 160名  160名  アート・デザイン表現学科 160名 10名 500名 

平成 30年度 

第 1年次、第 2年次                                      第 3年次、第 4年次 

学    科 
入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 
 学    科 

入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

美術学科 190名  380名  美術学科 200名 14名 428名 

デザイン・工芸学科 220名  440名  デザイン・工芸学科 230名 16名 492名 

アート・デザイン表現学科 160名  320名  アート・デザイン表現学科 160名 10名 340名 

 

 

平成 31年度 

第 1年次、第 2年次、第 3年次                            第 4年次 

学    科 
入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 
 学    科 

入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

美術学科 190名 14名 584名  美術学科 200名 14名 214名 

デザイン・工芸学科 220名 16名 676名  デザイン・工芸学科 230名 16名 246名 

アート・デザイン表現学科 160名 10名 490名  アート・デザイン表現学科 160名 10名 170名 

 

付 則 

   この学則は、平成 30年 2月 1日から施行する。 
付 則 

１ この学則は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

２  平成 31 年 3月 31 日現在在籍する者については、従前の学則を適用する。 

 



 
 
 
 

別表第 1 

(1) 学部共通科目 

科目 

区分 
授  業  科  目 

単位数 

備   考 必

修 

選

択 

学 

部 

共 

通 

科 
目 

Ａ 

群 

哲学   2    

１．学部共通科目については、美術学科、 

    デザイン・工芸学科、アート・デザイン表現学科は 

  ３０単位以上を修得すること。 

 

２．Ａ群については、６単位以上を修得すること。 

 

３．Ｂ群については、以下の科目より２単位以上 

    を修得し、計４単位以上を修得すること。 

 

    美術学科芸術文化専攻は、英語、英会話より 

    ４単位以上を修得し、以下の科目より計６単位 

  以上を修得すること。 

  英語、英会話、フランス語、イタリア語、 

    ドイツ語、中国語、日本語 

 

(1)日本語は外国人留学生のみ履修できる。 

(2)外国人留学生のみ日本語Ⅰ・Ⅱを必修とする。 

 

４．Ｃ群については、２単位以上を修得すること。 

 

５．Ｄ群については、１２単位以上を修得すること。 

 

６．Ｅ群については、基礎学習ゼミ２単位の必修を含め、 

  ４単位以上を修得すること。 

 

７．教員免許状を取得する者は、教育原論、教育心理学、 

  日本国憲法、健康科学を必修とする。 

 

８．学芸員資格を取得する者は、博物館概論、 

    生涯学習概論博物館展示論、博物館教育論 

  を必修とする。 

歴史学   2   

文学   2   

音楽   2   

文化人類学   2   

教育原論   2   

教育心理学   2   

青年心理学   2   

法学   2   

日本国憲法   2   

政治学   2   

社会福祉学   2   

現代社会概説   2   

生涯学習概論   2   

数理科学   2   

生命科学   2   

心理学   2   

Ｂ 

群 

英語Ⅰ   2   

英語Ⅱ   2   

英会話Ａ   2   

英会話Ｂ   2   

フランス語Ⅰ   2   

フランス語Ⅱ   2   

フランス語Ⅲ   2   

イタリア語Ⅰ   2   

イタリア語Ⅱ   2   

イタリア語Ⅲ   2   

ドイツ語Ⅰ   2   

ドイツ語Ⅱ   2   

中国語Ⅰ   2   

中国語Ⅱ   2   

日本語Ⅰ   2   

日本語Ⅱ   2 

 

  

コンピュータ入門Ａ   2  

美術学科芸術文化専攻は何れか２単位必修とする。 

 コンピュータ入門Ｂ   2 

コミュニケーション論   2   

比較文化論   2     

言語学   2     

異文化理解   2     



 
 
 
 

 

 

科目 

区分 
授  業  科  目 

単位数 

備   考 必

修 

選

択 

学 

部 

共 

通 

科 

目 

Ｃ 

群 

健康科学   2     

スポーツ演習Ａ   1     

スポーツ演習Ｂ   1   
ﾃﾞｻﾞｲﾝ･工芸学科ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は何れか２単位必修とす

る。 

スポーツ演習Ｃ   1     

スポーツ演習Ｄ   1     

精神保健   2     

心身医学   2     

Ｄ 

群 

西洋美術全史   4 美術学科は必修とする。 

西洋美術史特論Ａ   2     

西洋美術史特論Ｂ   2     

日本美術全史   4 美術学科は必修とする。 

日本美術史特論Ａ   2     

日本美術史特論Ｂ   2     

東洋美術史概論   2     

東洋美術史特論   2     

古美術研究   2 美術学科芸術文化専攻は必修とする。 

美学   2     

現代美学   2     

芸術学   2     

日本近代美術論   2     

現代美術論   2     

デザイン史   2     

環境論   2     

造形心理学   2     

色彩学   4     

美術解剖学Ａ   2     

美術解剖学Ｂ   2     

図学Ａ   2 

 

美術学科立体アート専攻は何れか２単位必修とする。 
図学Ｂ   2 

書道   2   

文化遺産学   2     

ユニバーサルアート研究   2     

博物館概論   2     

博物館展示論   2     

博物館教育論   2     

 

 

 

 

 



 
 
 
 

 

科目 

区分 
授  業  科  目 

単位数 

備   考 必

修 

選

択 

学 

部 

共 

通 

科 

目 

Ｅ 

群 

基礎学習ゼミ 2       

ジェンダー論   2     

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｱｰﾄ入門   2     

歴史の中の女性   2     

女性と法   2     

芸術文化政策論   2     

芸術と知的財産権   2 
    

国際留学プログラム   2     

国際芸術演習Ａ   1     

国際芸術演習Ｂ   1     

サービス・ラーニング   2     

キャリア形成Ａ   2     

キャリア形成Ｂ   2     

キャリア形成Ｃ   2     

キャリア形成Ｄ   2     

インターンシップＡ   1     

インターンシップＢ   2     

インターンシップＣ   3     

インターンシップＤ   4     

 



 
 
 
 

(2) 学科専門科目 

必修 選択

アート・プラクティスⅠ 2

アート・プラクティスⅡ 2

アート・アクティヴィティＡ 2

アート・アクティヴィティＢ 2

色彩文化概論 2

配色調和論 2

視覚心理学 2

カラーキャリアⅠ 2

カラーキャリアⅡ 2

技法史 2

文化資源学 2

ヴィジュアルスタディーズＡ 2

ヴィジュアルスタディーズＢ 2

デザイン批評Ａ 2

デザイン批評Ｂ 2

芸術人類学 2

芸術民俗学 2

芸術政策と法 2

創作活動と法 2

美術選択実技Ａ（油彩画） 2

美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2

美術選択実技Ａ（日本画） 2

美術選択実技Ａ（彫塑） 2

美術選択実技Ａ（立体） 2

美術選択演習Ａ（素描/描写） 2

美術選択演習Ａ（パネル作製） 1

美術選択演習Ａ（紙） 1

美術選択演習Ａ（日本画） 2

美術選択演習Ａ（金工/ｼﾞｭｴﾘｰ） 2

美術選択演習Ａ（繊維/ﾌｪﾙﾄ） 2

美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2

美術選択演習Ａ（写真） 2

美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2

絵画素材論Ａ 1

美術選択実技Ｂ（油彩画） 2

美術選択実技Ｂ（古典技法） 2

美術選択実技Ｂ（銅版画） 2

美術選択実技Ｂ（日本画） 2

美術選択実技Ｂ（彫塑） 2

美術選択実技Ｂ（立体） 2

美術選択演習Ｂ（素描/描写） 2

美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1

美術選択演習Ｂ（紙） 1

美術選択演習Ｂ（日本画） 2

美術選択演習Ｂ（金工/ｼﾞｭｴﾘｰ） 2

美術選択演習Ｂ（繊維/ﾌｪﾙﾄ） 2

美術選択演習Ｂ（写真） 2

美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2

美術選択演習Ｂ（製本） 2

美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1

絵画素材論Ｂ 1

石彫 1

芸術文化オープンゼミⅠ 2

芸術文化オープンゼミⅡ 4 芸術文化専攻は必修とする。

美術教育論Ａ 2 美術教育専攻は必修とする。

美術教育論Ｂ 2

芸術文化オープンゼミⅢ 4

科目
区分

授　業　科　目
単位数

備　　　　考

美
　
　
　
術
　
　
　
学
　
　
　
科

学
　
　
科
　
　
共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

洋画専攻、日本画専攻、立体アート専攻、美術教育専攻は

6単位必修とする。

卒業のためには、学科専門科目について９４単位以上修得すること。

芸術文化専攻

は何れか2単位

必修とする。

芸術文化専攻

は何れか2単位

必修とする。

芸術文化専攻

は何れか2単位

必修とする。

芸術文化専攻

は何れか2単位

必修とする。

 
 

 



 
 
 
 

必修 選択

絵画ⅠＡ 6

絵画ⅠＢ 5

基礎構成演習 2

デッサンⅠ 2 美術教育専攻は必修とする。

日本画基礎ⅠＡ 7

日本画基礎ⅠＢ 5

彫塑基礎Ⅰ 7

素材演習 3

絵画 2

彫塑概論 2

造形表現基礎ⅠＡａ 3

造形表現基礎ⅠＡｂ 1

造形表現基礎ⅠＡｃ 1 美術教育専攻は必修とする。

造形表現基礎ⅠＢ 2

デザイン・工芸選択実技Ｂ 2

芸術文化基礎ⅠＡ 2

芸術文化基礎ⅠＢ 2

芸術文化基礎ⅠＣ 2

グローバルコミュニケーションⅠ 2 芸術文化専攻は必修とする。

海外芸術研修ⅠＡ 2

海外芸術研修ⅠＢ 2

日本文化研修Ａ 2

デザイン・工芸論Ａ 2

デザイン・工芸論Ｂ 2

絵画ⅡＡ 4

絵画ⅡＢ 8

版画Ⅰ 10

版画表現演習Ⅰ 2

デッサンⅡ 2 洋画専攻、美術教育専攻は必修とする。

日本画基礎ⅡＡ 7

日本画基礎ⅡＢ 7

彫塑基礎Ⅱ 2

素材実習 5

立体基礎 3

工芸 2

１２単位

日本画専攻は必修とする。

科目
区分

授　業　科　目
単位数

備　　　　考

美
　
　
　
術
　
　
　
学
　
　
　
科

専
　
　
攻
　
　
・
　
　
領
　
　
域
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

洋画専攻は必修とする。

日本画専攻は必修とする。

立体アート専攻は必修とする。

１２単位

洋画専攻は何れか１２単位必修とする。

立体アート専攻は必修とする。

美術教育専攻は何れか２単位必修とする。

芸術文化専攻は以下の科目より何れか2単位必修とする。

ﾃﾞｻﾞｲﾝ工芸論Ａ、ﾃﾞｻﾞｲﾝ工芸論Ｂ、印刷概論、工芸史Ａ、工芸史Ｂ



 
 
 
 

必修 選択

造形表現基礎ⅡＡａ 4

造形表現基礎ⅡＡｂ 1

造形表現基礎ⅡＡｃ 1

造形表現基礎ⅡＢ 2

美術教育演習Ａ 2

美術科教育内容指導論Ａ 2

芸術文化基礎ⅡＡ 2

芸術文化基礎ⅡＢ 2

芸術文化基礎ⅡＣ 2

グローバルコミュニケーションⅡ 2

海外芸術研修ⅡＡ 2

海外芸術研修ⅡＢ 6

日本文化研修Ｂ 2

芸術文化ゼミⅠ 2

印刷概論 2

工芸史Ａ（染織） 2

工芸史Ｂ（陶ガラス） 2

絵画ⅢＡ 8

絵画ⅢＢ 7

版画Ⅱ 11

素材実験Ⅰ 2

版画表現演習Ⅱ 2

日本画研究ⅠＡ 8

日本画研究ⅠＢ 8

造形表現演習 2 立体アート専攻は必修とする。

塑造ⅠＡ 7

塑造ⅠＢ 7

紙ⅠＡ 7

紙ⅠＢ 7

木ⅠＡ 7

木ⅠＢ 7

石ⅠＡ 7

石ⅠＢ 7

金属ⅠＡ 7

金属ⅠＢ 7

造形表現研究ⅠＡａ 4

造形表現研究ⅠＡｂ 1

造形表現研究ⅠＡｃ 1

造形表現研究ⅠＢ 2

デッサンⅢ 2

デザイン・工芸選択実技Ａ 2

美術教育演習Ｂ 2

美術科教育内容指導論Ｂ 2

１４単位

１４単位

１４単位

１４単位

１４単位

科目
区分

授　業　科　目
単位数

備　　　　考

美
　
　
　
術
　
　
　
学
　
　
　
科

専
　
　
攻
　
　
・
　
　
領
　
　
域
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

美術教育専攻は必修とする。

芸術文化専攻は必修とする。

１５単位

１５単位

 美術教育専攻は必修とする。

日本画専攻は必修とする。

洋画専攻は何れか１５単位必修とする。

芸術文化専攻は以下の科目より何れか2単位必修とする。
ﾃﾞｻﾞｲﾝ工芸論Ａ、ﾃﾞｻﾞｲﾝ工芸論Ｂ、印刷概論、工芸史Ａ、工芸史Ｂ

立体アート専攻は何れか１４単位必修とする。

 



 
 
 
 

必修 選択

グローバルコミュニケーションⅢ 2 芸術文化専攻は必修とする。

芸術文化ゼミⅡ（芸術表象） 4

芸術文化ゼミⅡ（美術史） 4 芸術文化専攻は何れか４単位必修とする。

芸術文化ゼミⅡ（色彩） 4

絵画Ⅳ 8

版画Ⅲ 7 洋画専攻は何れか８単位必修とする。

素材実験Ⅱ 1

日本画研究Ⅱ 8 日本画専攻は必修とする。

塑造Ⅱ 8

紙Ⅱ 8

木Ⅱ 8  立体アート専攻は何れか８単位必修とする。

石Ⅱ 8

金属Ⅱ 8

造形表現研究Ⅱ 8 美術教育専攻は必修とする。

芸術文化ゼミⅢ（芸術表象） 4

芸術文化ゼミⅢ（美術史） 4 芸術文化専攻は何れか４単位必修とする。

芸術文化ゼミⅢ（色彩） 4

卒業制作 10 洋画専攻、日本画専攻、立体アート専攻は必修とする。

卒業研究 10 美術教育専攻は必修とする。

卒業研究 4 芸術文化専攻は必修とする。

科目

区分
授　業　科　目

単位数
備　　　　考

美

　

　

　

術

　

　

　

学

　

　

　

科

専

　

　

攻

　

　

・

　

　

領

　

　

域

　

　

専

　

　

門

　

　

科

　

　

目
 



 
 
 
 

必修 選択

デザイン・工芸選択実技Ａ 2

デザイン・工芸選択実技Ｂ 2

デザイン・工芸論Ａ 2

デザイン・工芸論Ｂ 2

デザイン図法 2 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻、環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

コンピュータプレゼン演習Ａ 2

コンピュータプレゼン演習Ｂ 2

色彩計画演習 2

素材演習Ａ 2

素材演習Ｂ 2

素材演習Ｃ 2

素材演習Ｄ 2

素材演習Ｅ 2

素材演習Ｆ 2

バリアフリー演習 1

マーケティング論 2

人間工学論 2

デザインと法 2

展示計画論 2

デザイン心理学 2

デザインサーベイ論 2

インテリアデザイン論 2

日本服装史 2

文様史 2

伝統染織文化論 2

テキスタイル表現論 2

空間演出論 2

現代造形論 2

広告論 2

写真史 2

造形演習Ａ 2

造形演習Ｂ 2

造形演習Ｃ 2

造形演習Ｄ 2

エコロジカルプランニング演習 1

ライティング演習 1

印刷概論 2 ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

ヴィジュアルデザイン概論 2 ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

プロダクトデザイン概論 2 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

環境デザイン概論 2 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

工芸史Ａ(染織) 2

工芸史Ｂ(陶ガラス) 2

映像表現演習Ａ 2

映像表現演習Ｂ 2

写真演習 2

英語プレゼンテーション 2

建築材料学 2

建築生産Ⅰ 1

建築生産Ⅱ 1

建築法規 1

構造計画 2

建築設備 2

備　 考

 
 
 
 
 
 
 
デ
 
 
ザ
 
 
イ
 
　
ン
　
　
・
　
　
工
　
　
芸
 
 
学
 
 
科

 
 
 
 
 
 
学
　
　
科
　
　
共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

卒業のためには、学科専門科目について９４単位以上修得すること。

工芸専攻は何れか２単位必修とする。

科目
区分

授　業　科　目
単位数

 



 
 
 
 

ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎演習Ⅰ-Ａ 2
ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎演習Ⅰ-Ｂ 2
ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎演習Ⅰ-Ｃ 2
ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎演習Ⅰ-Ｄ 2 ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎演習Ⅰ-Ｅ 2
ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎演習Ⅰ-Ｆ 2
表現演習Ⅰ 2 ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻、ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

プロダクトデザイン基礎演習Ａ 2
プロダクトデザイン基礎演習Ｂ 2
プロダクトデザイン基礎演習Ｃ 2
プロダクトデザイン基礎演習Ｄ 2
プロダクトデザイン基礎演習Ｅ 2
プロダクトデザイン基礎演習Ｆ 2
ＣＧ演習Ⅰ 2
環境デザイン基礎演習Ａ 2
環境デザイン基礎演習Ｂ 2
環境デザイン基礎演習Ｃ 2
環境デザイン基礎演習Ｄ 2
環境デザイン基礎演習Ｅ 2
環境デザイン基礎演習Ｆ 2
ＣＧ演習 2 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻、工芸専攻は必修とする。

工芸基礎(染) 2
工芸基礎(織) 2
工芸基礎(刺繍) 2 工芸専攻は必修とする。

工芸基礎(陶) 2
工芸基礎(ガラス) 2
ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ａ 2
ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｂ 2
ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｃ 2
ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｄ 2
ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｅ 2
ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｆ 2
表現演習Ⅱ-Ａ 2
表現演習Ⅱ-Ｂ 2

科目
区分

授　業　科　目

単位数

備　 考
必修 選択

デ
 
 
ザ
 
 
イ
 
 
ン
 
 
・
　
　
工
　
　
芸
 
 
学
 
 
科

専
　
　
攻
　
　
・
　
　
領
　
　
域
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

 



 
 
 
 

プロダクトデザイン演習Ａ 2
プロダクトデザイン演習Ｂ 2
プロダクトデザイン演習Ｃ 2
プロダクトデザイン演習Ｄ 2
プロダクトデザイン演習Ｅ 2
プロダクトデザイン演習Ｆ 2
ＣＧ演習Ⅱ 2
表現演習Ⅱ 2
プロダクトデザイン史 2
環境デザイン演習Ａ 2
環境デザイン演習Ｂ 3
環境デザイン演習Ｃ 2
環境デザイン演習Ｄ 2
環境デザイン演習Ｅ 2
製図演習 2
ＣＡＤ演習 2
プレゼン演習Ⅰ 2
染Ⅰ 5
織Ⅰ 5
刺繍Ⅰ 4
材料学Ａ（繊維） 4
陶Ⅰ 7
ガラスⅠ 7 １８単位

材料学Ｂ（陶ガラス） 4
ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ａ 2
ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｂ 2
ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｃ 2
ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｄ 2
ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｅ 2
ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｆ 2
表現演習Ⅲ-Ａ 2
表現演習Ⅲ-Ｂ 2

選択

デ
 
 
ザ
 
 
イ
 
 
ン
 
 
・
　
　
工
　
　
芸
 
 
学
 
 
科

専
　
　
攻
　
　
・
　
　
領
　
　
域
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

１８単位

　　　　　　工芸専攻は何れか
　　　　　　１８単位必修とする。

ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

科目
区分

授　業　科　目

単位数

備　 考
必修

 



 
 
 
 

３Ｄ－ＣＧ演習 2 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

プロダクトデザインⅠＡa 3
プロダクトデザインⅠＡb 3
プロダクトデザインⅠＢa 3
プロダクトデザインⅠＢb 3
プロダクトデザインⅠＣa 3
プロダクトデザインⅠＣb 3
プロダクトデザインⅠＤa 3
プロダクトデザインⅠＤb 3
構造演習 2
プレゼン演習Ⅱ 2
環境デザインⅠＡa 2
環境デザインⅠＡb 2
環境デザインⅠＢa 2
環境デザインⅠＢb 2
環境デザインⅠＣa 2
環境デザインⅠＣb 2
環境デザインⅠＤa 2
環境デザインⅠＤb 2
環境デザインⅠＥa 3
環境デザインⅠＥb 3
プレゼンテーション演習 2 工芸専攻は必修とする。

染ⅡＡ 7
染ⅡＢ 7
織ⅡＡ 7
織ⅡＢ 7
刺繍ⅡＡ 7
刺繍ⅡＢ 7
陶ⅡＡ 7
陶ⅡＢ 7
ガラスⅡＡ 7
ガラスⅡＢ 7
ヴィジュアルデザイン演習Ⅱ-Ａ 4
ヴィジュアルデザイン演習Ⅱ-Ｂ 4
プロダクトデザインⅡＡa 3
プロダクトデザインⅡＡb 3
プロダクトデザインⅡＢa 3
プロダクトデザインⅡＢb 3
環境デザインⅡＡa 4
環境デザインⅡＡb 4
環境デザインⅡＢa 4
環境デザインⅡＢb 4
染Ⅲ 8
織Ⅲ 8
刺繍Ⅲ 8 工芸専攻は何れか８単位必修とする。

陶Ⅲ 8
ガラスⅢ 8
卒業制作 10

科目
区分

授　業　科　目

単位数

備　 考
必修 選択

デ
 
 
ザ
 
 
イ
 
 
ン
 
 
・
　
　
工
　
　
芸
 
 
学
 
 
科

専
　
　
攻
　
　
・
　
　
領
　
　
域
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

何れか３単位

何れか３単位

何れか３単位

何れか３単位

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

何れか２単位

何れか２単位

何れか２単位

何れか４単位

何れか２単位

何れか３単位

１４単位

１４単位

１４単位　　　

何れか４単位

１４単位

１４単位

ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻は必修とする。

何れか３単位

何れか３単位

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ専攻は１２

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専

攻は１１単位

必修とする。

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ

専攻は６単位

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専

攻は８単位必

工芸専攻は何れ

か１４単位必修

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

必修 選択

ｱｰﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ表現基礎演習Ａ 2

ｱｰﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ表現基礎演習Ｂ 2

ｱｰﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ表現基礎演習Ｃ 2

ｱｰﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ表現基礎演習Ｄ 2

宇宙・人間・アート 2

アート表現論 2

メディア概論 2 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論 2

癒しの文化論 2

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ史 2

ﾌｧｯｼｮﾝ&ﾃｷｽﾀｲﾙ概論 2

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｽﾀﾃﾞｨ概論 2

ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ概論 2

ｱｰﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ表現演習Ⅰ 2

カラーセラピー概論 2

キャラクター文化論 2

ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ概論 2

演出概論 2 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は何れか８単位必修とする｡

ﾒﾃﾞｨｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 2

国際交流文化概論Ａ 2

国際交流文化概論Ｂ 2

伝統・先端 2 ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は何れか２単位必修とする｡

ファッション文化論 2

子ども発達論 2

絵本芸術論 2

子どもの福祉ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論 2

現代文化概論 2

映像文化概論 2

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ概論 2

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法論 2

ｱｰﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ表現演習Ⅱ 2

デジタル知的財産概論 2 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は必修とする｡

メディア文化論特講 2

ﾒﾃﾞｨｱﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ論 2 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は何れか４単位必修とする｡

ｺﾝﾃﾝﾂﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ論 2

芸術療法概論 2

空間デザイン概論 2

生態学 2

心とアートの心理学 2

ｱﾝｹｰﾄ調査・分析法 2

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は必修とする｡

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は何れか２単位必修とする｡

ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は必修とする｡

科目
区分

授  業  科  目
単位数

備　　　考

ア
　
　
ー

　
　
ト
　
　
・
　
　
デ
　
　
ザ
　
　
イ
　
　
ン
 
　
表
　
　
現
　
　
学
 
　
科

学
　
　
科
　
　
共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

卒業のためには､学科専門科目について９４単位以上修得すること｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は必修とする｡

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は何れか２単位必修とする。

ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

 
 

 

 

 



 
 
 
 

必修 選択

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ａ 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ｂ 2

映像基礎演習 2

空間基礎演習 2

素材表現演習Ａ 2

素材表現演習Ｂ 2

キャラクター制作基礎演習 2

ワークショップ演習 3

素材基礎演習 5

造形基礎演習 5

ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ演習Ⅰ 2

ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅰ 2

メディア空間演習 2

ｱｰﾄｱﾆﾒｰｼｮﾝ演習 2
ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は必修とする｡

ｻｳﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 2

ストーリー表現演習 2

ｷｬﾗｸﾀｰﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 2

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ実習Ａ 2

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ実習Ｂ 2

絵本制作基礎演習 3

装丁技法演習 1

壁画技法演習 4

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習 1

ファッション演習Ａ 3

ファッション演習Ｂ 3

テキスタイル演習Ａ 2

テキスタイル演習Ｂ 2 ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

感覚発達演習 2

子ども発達演習 2

コンピュータデザイン演習 2

ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ演習Ⅰ 2

ｱｰﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ演習Ⅰ 2

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｽﾀﾃﾞｨ演習Ⅰ 2

ﾐｭｰｼﾞｱﾑ・ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ演習Ⅰ 2 ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

音楽ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ演習Ⅰ 2

舞台芸術ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ演習Ⅰ 2

ｱｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習 2

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は必修とする｡

科目
区分

授  業  科  目
単位数

備　　　考

ア
　
　
ー

　
　
ト
　
　
・
　
　
デ
　
　
ザ
　
　
イ
　
　
ン
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現
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科

専
　
　
攻
　
　
・
　
　
領
　
　
域
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

ﾒﾃﾞｨｱ表現領域､ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は必修とする｡

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

 
 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択

ﾒﾃﾞｨｱｸﾘｴｲｼｮﾝ演習 5 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は必修とする｡

ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ演習ⅡＡ 6

ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ演習ⅡＢ 6

ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習ⅡＡ 6

ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習ⅡＢ 6

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ&ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ演習 4 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域､ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習 3
ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域､ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

ｷｬﾗｸﾀｰ制作演習 3

形態表現演習 3

絵本制作演習 3

子どもの道具ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ａ 3

壁画制作演習 3

子どもの道具ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ｂ 3

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙⅠＡ 4

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙⅠＢ 5 ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

ｱｰﾄﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ演習 2

ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ演習Ⅱ 2

ｱｰﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ演習Ⅱ 2

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｽﾀﾃﾞｨ演習Ⅱ 2

ﾐｭｰｼﾞｱﾑ・ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ演習Ⅱ 2

音楽ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ演習Ⅱ 2

舞台芸術ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ演習Ⅱ 2

ﾒﾃﾞｨｱｸﾘｴｲｼｮﾝ実習 7 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ｸﾘｴｲｼｮﾝＡ 3

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ｸﾘｴｲｼｮﾝＢ 3

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ｸﾘｴｲｼｮﾝＣ 3

ﾋｰﾘﾝｸﾞ･ｸﾘｴｲｼｮﾝＤ 3

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙⅡ 5

着物文化演習 2

身体衣服論 2

総合ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ実習 5 ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

卒業制作 10 ﾒﾃﾞｨｱ表現領域､ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域､ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

卒業研究 10 ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

科目

区分
授  業  科  目

単位数

備　　　考

ア

　

　
ー

　

　

ト

　

　

・

　

　

デ

　

　

ザ

　

　

イ

　

　

ン

 

　

表

　

　

現

　

　

学

 

　

科

専

　

　

攻

　

　

・

　

　

領

　

　

域

　

　

専

　

　

門

　

　

科

　

　

目

ﾒﾃﾞｨｱ表現領域は何れか６単位必修とする｡

何れか３単位

何れか３単位

何れか３単位

ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ表現領域は必修とする｡

３単位

３単位

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ表現領域は必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は９単位必修とする｡

ﾋｰﾘﾝｸﾞ表現領域は６単

位必修とする｡



 
 
 
 

 

別表第２ 

 教職に関する科目 

 

授  業  科  目 

単位数  

必

修 

選

択 

 

教職概論   2 １．教育原論、教育心理学、青年心理学は学部共通科目内の 

  開設科目 
教育原論   2 
教育課程論   2  
教育方法論   2  
特別支援教育論   1  
教育心理学   2  
青年心理学   2  
教育制度論   2  
特別活動論（総合的な学習の時間の指導法

を含む） 
  2  

道徳教育論   2 高免のみの取得希望者は不要 

美術科・工芸科教育法Ⅰ   2  
美術科・工芸科教育法Ⅱ   2 

美術科の免許状を取得する者は必修 
美術科・工芸科教育法Ⅲ   2 
美術科・工芸科教育法Ⅳ   2  
美術科・工芸科教育法Ⅴ   2  

工芸科の免許状を取得する者は必修 
美術科・工芸科教育法Ⅵ   2 
生徒指導論 

（進路指導を含む） 
  2  

教育相談論   2  
教育実習指導   1  
教育実習Ⅰ   2  
教育実習Ⅱ   2 高免のみの取得希望者は不要 

教職実践演習（中・高）   2  
 

別表第３ 

 博物館に関する科目 

必修 選択

博物館概論 2

生涯学習概論 2

博物館経営論 2

博物館展示論 2

博物館教育論 2

博物館資料論 2

博物館資料保存論 2

博物館情報・メディア論 2

博物館実習 3

授　業　科　目
単位数

備　　　　　考

 １．博物館概論、生涯学習概論、博物館展示論、博物館教育論は

     学部共通科目内の開設科目

 
 



 
 
 
 

別表第 4  

検定料、入学料および授業料その他 

   項   目 金   額 

入学料 

（初年度のみ） 

1年次 
220,000円 

（110,000円） 

3年次編入 
220,000円 

（110,000円） 

転入学 
220,000円 

（20,000円） 

         施設設備料（年額） 360,000円 

維持費（年額） 50,000円 

         授業料（年額） 1,198,000円 

         実習料（年額） 20,000～117,200円 

入学検定料 

1年次 
30,000円 

（15,000円） 

3年次編入学 
30,000円 

（15,000円） 

転入学 
30,000円 

（15,000円） 

科
目
等
履
修
生 

履修料 

（1単位） 

講  義 22,000円 

演  習 32,300円 

実技実習 39,600円 

    検定料  
5,000円 

（3,000円） 

 
 

研
究
生 

授業料等 

入学料 100,000円 

授業料（年額） 887,600円 

実習料（年額）  38,200～71,200円 

検定料 
 

 10,000円 

備考 
１ 3 年次編入学料及び編入学検定料の（）内の金額は、併設短大、本学に 2 年以上 

在学し 62 単位以上修得した者及び本学卒業者の場合に適用する。 
２ 実習料は、その専攻する内容によって定める。 
３ 科目等履修生で実技実習を履修する場合は、履修料のほか必要な実習料を徴収する。 
４ 第 2 年次以降の授業料はスライド制授業料とする。 
５ 1 年次入学検定料の（）内の金額は、本学園卒業・修了・在学生、 
  または、本学の他学科・専攻及び併設短大本科に併願した場合に適用する。 
６ 転入学検定料の（）内の金額は、本学学生の場合に適用する。 
７ 科目履修生の検定料の（）内の金額は本学卒業・修了生に適用する。 
８ 入学料１年次の（）内の金額は本学付属高等学校からの推薦入学者に適用する。 
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